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第１会場
１Ｆ

メインホール 拶
挨
会
開

9:30 ～ 12:00　【基】
免疫学における基礎と新たな展開

座長：中山俊憲、清野宏
12:20～13:20　教育セミナー1
Type2炎症に起因する
喘息に対する治療戦略

座長：金子猛

13:40 ～ 15:50　【小】
小児喘息の基本知識から最新情報まで

座長：下条直樹、足立雄一
16:00 ～ 17:00　会長企画【共】

座長：堀口高彦
17:10 ～ 18:40　イブニングシンポジウム 1
～小児から成人、軽症から重症～
喘息治療の最前線を紐解く

座長：西間三馨2型自然リンパ
球とアレルギー

疾患

茂呂和世

自然免疫と
アレルギー

三宅健介

Th2細胞と
アレルギー

中山俊憲

マスト細胞の
自律的活性化
制御機構

渋谷彰

粘膜免疫を
基盤とした
予防・治療戦略

清野宏 髙橋浩一郎 

乳幼児喘息の
診断

吉原重美

小児喘息の
長期管理

滝沢琢己

小児喘息の
急性増悪治療

勝沼俊雄

小児喘息研究の
最新動向とガイ
ドラインの課題

藤澤隆夫

アレルギー疾患拠点病院の
取り組み

矢上晶子

第２会場
５Ｆ

501+502

9:30 ～ 12:00　【内】
成人喘息の基本知識から最新情報まで

座長：中村陽一、權寧博
12:20～13:20　教育セミナー2

座長：矢上晶子

13:40 ～ 15:50　【共】
アレルゲンの回避と軽減策

座長：中島陽一、増田佐和子
16:00～17:00　教育セミナー6
ロジカルに考える喘息
のベターコントロール

座長：松本久子

17:10 ～ 18:40　イブニングシンポジウム２
アトピー性皮膚炎の基礎と臨床

座長：加藤則人・出原賢治
病態生理

福永興壱

病歴・身体
所見・検査

長瀬洋之

診断と
鑑別診断

田中明彦

ガイドライン
に沿った治療

多賀谷悦子 松永和人

食物アレルゲン
の基礎知識
交差抗原性

中島陽一 

抗原回避の工夫
と効果（喘息）

抗原回避と工夫
（花粉症）

環境アレルゲン
への対策（かび・
ペット・昆虫など）

釣木澤尚実 遠藤朝則 武石大輔

第３会場
５Ｆ
503

9:30 ～ 12:00　【耳】
アレルギー性鼻炎

座長：上條篤、太田伸男
12:20～13:20　教育セミナー3

座長：大澤勲

13:40 ～ 15:50　【眼】
アレルギー性結膜疾患

座長：高村悦子、内尾英一
16:00～17:00　教育セミナー7
アトピー性皮膚炎の診療

座長：加藤則人

17:10 ～ 18:40　イブニングシンポジウム３

座長：池澤善郎長期管理における
留意点

上條篤

乳幼児・妊婦・
授乳婦への対応
アレルギー性鼻
炎診療のコツと
落とし穴
太田伸男

薬物療法の限界と
手術適応

松岡伴和

喘息合併例への
対応と留意点

（免疫療法を含む）

増田佐和子

花粉結膜炎診療
の実際

深川和己

春季カタルの
病態と治療

海老原伸行

アトピー素因と
感染症

稲田紀子

アトピー性眼瞼炎
メディカルケアの

実際

峠岡理沙

第４会場
３Ｆ

301+302

9:30 ～ 12:00　【内】
アレルギー性肺疾患（類縁疾患）の基本から最新情報まで

座長：横山彰仁、金子猛
12:20～13:20　教育セミナー4

座長：福島敦樹、藤島浩

13:40 ～ 15:10　【基】
粘膜免疫と免疫寛容

座長：中島裕史、堀昌平

15:20 ～ 17:00　【共】
アレルゲンの全て

座長：高井敏朗、近藤康人
17:10 ～ 18:40　イブニングシンポジウム４
ACOについて

座長：東田有智
好酸球性肺炎

平野綱彦

アレルギー性
気管支肺真菌症
正しく診断する
ために

浅野浩一郎

EGPA
診断における
問題点と治療の

進歩

谷口正実

過敏性肺炎

佐野博幸

制御性T細胞と
免疫寛容

堀昌平

腸管免疫寛容

大野博司

気道免疫応答の
抑制機構

中島裕史

アレルゲンの基礎
～抗原から免疫学まで～

高井敏朗

食物アレルギーにおける
抗原の基礎知識と交差性

近藤康人

第５会場
３Ｆ

303+304

9:30 ～ 12:00　【共】
アレルギー疾患ガイドライン

座長：東田有智、斎藤博久
12:20～13:20　教育セミナー5
気管支喘息に関する
知見

座長：多賀谷悦子

13:40 ～ 15:10　【耳】
好酸球性副鼻腔炎・中耳炎

座長：松原篤、岡野光博

15:20 ～ 17：00　【共】
免疫療法

座長：永田真、後藤穣
17:10 ～ 18:40　イブニングシンポジウム５
併存症から考える重症アレルギー性
喘息の治療戦略

座長：相良博典喘息予防・
管理ガイドライン

2018

堀口高彦

小児喘息

荒川浩一

アレルギー性
鼻炎

藤枝重治

アトピー性
皮膚炎

矢上晶子

アレルギー性
結膜疾患

ガイドライン

海老原伸行

食物
アレルギー

近藤康人 

好酸球性
副鼻腔炎

高林哲司

好酸球性
中耳炎

高畑淳子

好酸球性
副鼻腔炎・
中耳炎と喘息

野中学

総論

永田真

喘息

中込一之

アレルギー性鼻炎
SCIT

（皮下免疫療法）

後藤穣

SLIT

飯沼智久

第６会場
３Ｆ
315

9:30 ～ 12:00　【共】
1日で修得できる臨床アレルギーの基礎セミナー

13:40 ～ 17:00　【共】
1日で修得できる臨床アレルギーの基礎セミナー 17:10 ～ 18:40　イブニングシンポジウム６

アトピー性皮膚炎患者の心理的要素と
眼疾患

座長：庄司純

鼻アレルギー
座長：中丸裕爾

皮膚アレルギー
座長：加藤則人

眼アレルギー
座長：勝沼俊雄

喘息（成人・小児）
座長：久田剛志

食物アレルギーとアナフィラキシー
座長：勝沼俊雄

【講義】鼻アレルギー
【実技指導（ビデオ）】
鼻アレルギー診療に必要なテクニック

講師：鈴木正宣

【講義】皮膚アレルギー
【実技指導（ビデオ）】
皮膚アレルギーの検査法と基本的な外用
剤の塗布方法

講師：田中暁生

【講義】眼アレルギー
【実技指導（ビデオ）】
結膜診察術

講師：庄司純

【講義】喘息（成人）講師：岩永賢司
喘息（小児）講師：手塚純一郎
【実技指導（ビデオ）】
吸入指導　講師：荒川裕佳子
喘息の客観的評価方法　講師：：手塚純一郎

【講義】食物アレルギーとアナフィラキシー
講師：三浦克志
【実技指導（ビデオ）】食物負荷テスト
講師：相良長俊

第７会場
３Ｆ

311+312

9:30 ～ 12:00　【耳】
実習
「舌下免疫療法の実際」

14:00 ～ 16:30　【耳】
実習
「舌下免疫療法の実際」

第８会場
３Ｆ

313+314

9:30 ～ 12:00　【眼】
実習
「簡単！ 結膜アレルギー診察のテクニックと涙液IgE検査」

14:00 ～ 16:30　【眼】
実習
「簡単！ 結膜アレルギー診察のテクニックと涙液IgE検査」

第９会場
４Ｆ

411+412

9:30 ～ 12:00　【皮・小】
実習
「SCORAD/EASI評価」

14:00 ～ 16:30　【内】
実習
「必ず役立つ!! 吸入指導のポイント（成人）」

第 10 会場
４Ｆ

414+415

9:30 ～ 12:20　【小】
実習
「食物経口負荷試験」

14:00 ～ 16:50　【小】
実習
「食物経口負荷試験」

第 11 会場
４Ｆ

416+417

9:30 ～ 12:00　【皮】
実習
「皮膚テスト：プリック・スクラッチテスト」

14:00 ～ 16:30　【皮】
実習
「皮膚テスト：プリック・スクラッチテスト」

9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00

共通 基礎 内科 小児科 耳鼻科 皮膚科 眼科 ベーシック アドバンス
日程表 　12月14日 （土）

いまさら聞けない蕁麻
疹診療重症喘息対策：

生物学的製剤
と気管支サー
モプラスティ

喘息病態における
Type2炎症の概念
とサイトカイン

秀道広

いまさら聞けない蕁麻疹診療

大林浩幸

ガイドライン治療と、
その次に来る課題

亀田誠

小児の気管支喘
息治療の課題

中村陽一

成人喘息治療の
今と昔

内藤裕二

腸内マイクロバイオームと
免疫・アレルギー

稲垣直樹

腸管免疫とアレルギー
反応：乳酸菌による制

御の可能性

伊藤理

喘息・重症喘息の
治療戦略

白井敏博

喘息・COPD合併病態
の診断と治療

太田伸男

上気道好酸球性疾患の
下気道へ及ぼす影響

新実彰男

併存症を考慮した重症
喘息の治療

樋町美華

アトピー性皮膚炎患者に
対する心理的アプローチ

稲田紀子

アトピー性皮膚炎患者に
みられる眼疾患と治療

福永興壱 

重症喘息
BIO製剤について

久保亮治

表皮バリアの形成機構
から考えるアトピー性
皮膚炎の病態と治療

松下賢治

アトピー性皮膚
炎患者に併発す
る眼疾患

田中暁生

アトピー性皮膚炎診療
ガイドライン2018に基
づく効果的な外用療法

玉田勉 

Type2炎症の概念
に基づく生物学的
製剤の活用

高村悦子

エピナスチン塩酸
塩点眼液の有効性

と安全性
深川和己

患者調査からわかっ
たアレルギー性結膜
炎治療における課題

堀内孝彦

遺伝性
血管性浮腫

山下浩平

WAOガイドライン
を中心に

放生雅章

喘息病態・症状に
応じたチオトロピ
ウム追加の意義

波多野豊

アトピー性皮膚炎の治療

矢尾育子

喘息病態を「見る」

遺伝性血管性浮腫（HAE）
治療の最近の話題

腸内マイクロバイオームと免疫・アレルギー、
そして乳酸菌による制御の可能性

患者調査から見えてきた抗アレルギー
点眼薬の望ましい使い方と最新知見

QRコードを読み込んで
アンケートにご協力ください。

14日 講義 14日 実習


